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栃木県の位置と地形

栃木県



捕獲状況

Ｒ３以降の捕獲は大きく減少

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
計 149 187 324 613 595 1,008 1,428 1,623 1,456 1,264 3,244 2,183 4,283 6,935 6,192 5,746 7,893 5,792 13,01 7,654 13,44 8,692 9,305 12,08 11,25 4,747 5,801
有害捕獲等 17 20 83 175 99 293 637 797 629 497 2,103 1,304 2,712 5,268 4,384 4,195 5,960 4,485 10,22 6,120 11,09 7,303 7,933 10,45 10,16 4,138 5,121
狩猟 132 167 241 438 496 715 791 826 827 767 1,141 879 1,571 1,667 1,808 1,551 1,933 1,307 2,787 1,534 2,344 1,389 1,372 1,633 1,088 609 680
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図１ イノシシ捕獲数の推移
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捕獲の分布（令和３年度）

有害捕獲等 狩猟



農業被害額の推移
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管理計画に基づく対策の流れ
（シカ、サル、クマ、イノシシ、ｱﾗｲｸﾞﾏ・ﾊｸﾋﾞｼﾝ）

県
の
施
策

野生鳥獣保護管理
連絡会議（県）

・県･市町･関係機関の合意
形成と施策の決定

・専門家からの意見の聴取

被害防止計画に基づく
対策実施（市町）

・個体数調整

・被害防除の推進

など

・捕獲技術の普及

・個体数調整の補助

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

（県）

フィードバック

対策の効果
検証

・被害防除技術の普及

・被害対策の補助

・地域の対策指導者
の育成

特定鳥獣管理計画

Ｐ Ｄ Ｃ

Ａ



モニタリングの内容



モニタリング調査内容（令和５年度）
区 分 調査項目 実 施 分 析

捕獲個体
（狩猟・有害捕獲）

捕獲日・場所・手法・性別
捕獲効率（捕獲カレンダー）

捕獲従事者 林業ｾﾝﾀｰ

生息環境
自然植生への食圧（奥日光）
堅果類の豊凶（4地域）
下層植生衰退度

林業センター（一部委託）
宇都宮大学
環境省日光事務所

林業ｾﾝﾀｰ

生息密度

区画法・糞塊法（イノシシ痕跡）
ライトセンサス（2箇所）
センサーカメラ（奥日光）
クマカメラトラップ（1地域）

林業センター
（区画法・糞塊法・カメラトラップ
は委託）

林業ｾﾝﾀｰ

生息数 階層ベイズ法（３年に１度） 林業センター（委託） 林業ｾﾝﾀｰ（委託）

農業被害
被害面積・被害量
農業集落アンケート

市町村

自然環境課（一部委託）

経営技術課
林業ｾﾝﾀｰ

林業被害 被害面積・被害量 市町村・森林組合 森林整備課

堅果類
の一部

※赤字はイノシシ関連



①捕獲カレンダーの収集（狩猟・有害）



得るべき情報

捕獲日や頭数、捕獲位置（5kmメッシュ）に加え・・

わな・銃両方
・許可対象（シカorイノor両方）

わなの場合
・架設位置（メッシュ）、設置数、設置期間

銃の場合
・入猟位置（メッシュ）
・同行者数
・目撃数



捕獲状況

Ｒ３以降の捕獲は大きく減少

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
計 149 187 324 613 595 1,008 1,428 1,623 1,456 1,264 3,244 2,183 4,283 6,935 6,192 5,746 7,893 5,792 13,01 7,654 13,44 8,692 9,305 12,08 11,25 4,747 5,801
有害捕獲等 17 20 83 175 99 293 637 797 629 497 2,103 1,304 2,712 5,268 4,384 4,195 5,960 4,485 10,22 6,120 11,09 7,303 7,933 10,45 10,16 4,138 5,121
狩猟 132 167 241 438 496 715 791 826 827 767 1,141 879 1,571 1,667 1,808 1,551 1,933 1,307 2,787 1,534 2,344 1,389 1,372 1,633 1,088 609 680
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図１ イノシシ捕獲数の推移
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有害捕獲等はわな捕獲が多い
表１　地域ごとの猟具別捕獲数（有害捕獲等・令和3年度）

地　　　域

県東地域 22 (1.6) 98 (7.0) 1156 (82.6) 123 (8.8) 1,399 (100.0)

県南西地域 67 (2.6) 1046 (41.0) 1353 (53.1) 83 (3.3) 2,549 (100.0)

県北地域 11 (5.8) 22 (11.6) 121 (63.7) 36 (18.9) 190 (100.0)

1,166 (28.2) 2,630 (63.6)

わな計 3,796 (91.7)

（単位：頭（％））

銃 箱わな くくりわな その他・不明 計

(100.0)計 100 (2.4) 242 (5.8) 4,138



捕獲努力量は？（有害捕獲等）
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捕獲効率（捕れやすさ）は？

箱わな（有害捕獲等）

Ｒ３は全地域で減少
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捕獲効率（捕れやすさ）は？

くくりわな（有害捕獲等）

Ｒ３は全地域で減少
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ということは

努力はしているが捕れない状態

イノシシ生息密度減少の可能性



Ｒ３の捕獲減は・・・

●これまでの捕獲の効果

●豚熱の影響



豚熱発生県の捕獲状況
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データ収集・分析体制（有害捕獲）

捕獲従事者

市町村

県（自然環境課）

県（林業ｾﾝﾀｰ）

①依頼

OCRｶﾚﾝﾀﾞｰ印刷費
（コピー使用なら不要）

②依頼
③提出

④提出

⑤提出⑥入力・ﾁｪｯｸ・
分析・報告

入力委託費

回収率
８～９割



データ収集・分析体制（狩猟）

狩猟登録者

猟友会

県（自然環境課）

県（林業ｾﾝﾀｰ）

①依頼

②提出

③データ

④ﾁｪｯｸ・分析・
報告

入力委託費

回収率
10割

狩猟者登録資料
印刷費



捕獲情報収集の利点

•膨大なデータを少ない経費で収集可能
→捕獲従事者数千名分の調査労力

•経年変化の分析可能

•フォーマットの統一により隣接県とのデー
タ統合も簡単
→標準地域メッシュでの管理



統合した地図の例

イノシシ捕獲分布図（Ｒ３）
（狩猟＋有害捕獲等）



考慮すべき点

•市町村・従事者の理解が必要
→データの還元・繰り返しの説明と催促

•捕獲が行われている箇所のデータしか集
まらない

•入力体制の整備が必要（直営or委託費）
•データチェック・蓄積・分析体制の整備が
必要
→試験研究機関･大学等が望ましい



モニタリング報告書の作成

https://www.pref.tochigi.lg.jp/d04/eco/shizenkankyou/shizen/documents/r3in
osisi_moni.pdf



市町別のデータも提供（付表として）

付表５ 市町村別捕獲効率（有害捕獲等・くくりわな）

捕獲数
（頭）

延べ
わな
設置数
(基日)

CPUE
(頭/100
基日)

捕獲数
（頭）

延べ
わな
設置数
(基日)

CPUE
(頭/100
基日)

捕獲数
（頭）

延べ
わな
設置数
(基日)

CPUE
(頭/100
基日)

捕獲数
（頭）

延べ
わな
設置数
(基日)

CPUE
(頭/100
基日)

捕獲数
（頭）

延べ
わな
設置数
(基日)

CPUE
(頭/100
基日)

捕獲数
（頭）

延べ
わな
設置数
(基日)

CPUE
(頭/100
基日)

宇都宮市 763 288,562 0.26 411 308,438 0.13 318 306,873 0.10 455 307,213 0.15 335 318,260 0.11 161 286,362 0.06

足利市 372 177,606 0.21 236 184,252 0.13 337 192,962 0.17 336 211,303 0.16 209 220,651 0.09 172 212,373 0.08

栃木市 698 164,149 0.43 378 132,673 0.28 628 237,748 0.26 504 188,883 0.27 536 203,259 0.26 316 193,195 0.16

佐野市 751 114,071 0.66 487 191,892 0.25 571 269,408 0.21 624 237,054 0.26 573 275,704 0.21 374 251,391 0.15

鹿沼市 426 166,542 0.26 420 258,740 0.16 286 181,918 0.16 518 228,974 0.23 616 280,069 0.22 202 297,849 0.07

日光市 230 190,861 0.12 174 177,718 0.10 204 191,642 0.11 338 243,689 0.14 413 324,986 0.13 105 298,113 0.04

小山市 10 1,142 0.88 15 2,877 0.52 2 1,030 0.19 9 1,820 0.49

真岡市 60 27,938 0.21 106 44,584 0.24 114 69,630 0.16 85 64,797 0.13 122 73,135 0.17 53 34,945 0.15

大田原市 98 36,312 0.27 157 56,178 0.28 127 54,521 0.23 203 97,024 0.21 274 75,421 0.36 69 64,042 0.11

矢板市 55 21,512 0.26 118 14,748 0.80 85 46,372 0.18 81 98,176 0.08 86 56,557 0.15 21 30,221 0.07

那須塩原市 71 64,424 0.11 37 8,656 0.43 77 54,463 0.14 111 91,144 0.12 132 107,531 0.12 27 121,066 0.02

さくら市 0 506 0.00 3 520 0.58

那須烏山市 249 84,892 0.29 169 89,006 0.19 158 84,123 0.19 253 72,333 0.35 280 87,868 0.32 154 93,836 0.16

益子町 104 10,053 1.03 229 17,847 1.28 335 31,545 1.06 316 32,273 0.98 276 30,587 0.90 129 14,866 0.87

茂木町 465 118,355 0.39 568 145,353 0.39 645 134,571 0.48 743 192,868 0.39 714 226,134 0.32 395 181,712 0.22

市貝町 121 23,925 0.51 286 50,527 0.57 197 48,648 0.40 199 48,243 0.41 209 57,136 0.37 128 70,660 0.18

芳賀町 5 3,562 0.14 6 4,221 0.14 7 6,905 0.10 7 3,198 0.22 3 2,848 0.11 0 284 0.00

壬生町 0 775 0.00

野木町 12 4,732 0.25

塩谷町 180 155,235 0.12 101 96,473 0.10 127 79,101 0.16 154 72,866 0.21 163 138,011 0.12 61 79,521 0.08

高根沢町 25 9,160 0.27 32 10,509 0.30 48 28,607 0.17 33 13,920 0.24

那須町 213 71,776 0.30 177 66,232 0.27 238 75,100 0.32 293 89,726 0.33 339 161,596 0.21 59 53,700 0.11

那珂川町 242 45,845 0.53 82 10,839 0.76 93 19,746 0.47 168 28,044 0.60 236 67,853 0.35 126 49,557 0.25

R3R2R1H30

市町

H28 H29



狩猟者への情報提供



市町村や狩猟者の理解が・・・

・始めることが重要

・初期の低提出率はあきらめる
→提出率を明示してデータを使用する

・データの必要性を示しながら継続



始めたからには

・業務としてしっかり位置づける
→年度ごとにぶれない
→データ蓄積・管理場所の明確化



②イノシシ痕跡調査

シカ糞塊調査と同時に実施
（32ルート）

・掘り起こし（新・旧）
・こすり痕
・糞



掘り起こしと密度との相関

兵庫県立大学ＨＰより



③階層ベイズ法

3年ごとに実施

使用するデータ

・総捕獲数
・目撃効率（銃）
・捕獲効率（銃・箱わな・くくりわな）
・堅果類の豊凶指数
・掘り起こしの数（シカ糞塊調査ルート上）



階層ベイズ法推定結果

イノシシ推定個体数の動向（R2推定結果）



将来予測（将来の増加率をランダムに設定）

捕獲数一定でR5(2023)年度に半減目標を達成

半減目標

R3(2021)年度以降毎年
4,500頭を捕獲した場合



④農業集落アンケート

被害の程度の評価
→モニタリング指標



農業集落アンケート
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農業集落アンケート

Ｒ５に再開

対象約3,800件
・アンケートと封筒印刷費
・封入、発送経費
・入力、分析経費



体制と予算



栃木県の野生動物管理行政の体制

本庁

林業被害の
把握と対策

鳥獣の保護
管理

狩猟行政

出先
(環境森林部）

県内５箇所 行政の出先機関

環境森林部

自然環境課 森林整備課

農政部

経営技術課

農業被害の
把握と対策

環境森林事務所及び
森林管理事務所

林業センター 鳥獣関係の試験研究とモニタリング

連携

林業木材産業課 農村振興課



国庫予算の流れ

指定管理鳥獣捕
獲等事業交付金

（環境省）

鳥獣被害防止総
合対策交付金

（農水省）

自
然
環
境
課

野
生
鳥
獣
対
策
班

窓口 執行

自然環境課
野生鳥獣対策班

自然環境課
野生鳥獣対策班

農政部
経営技術課・農村振興課



指定管理鳥獣捕獲等事業交付金（環境省）

交付金メニュー 実施している主な内容 実施機関 予算執行機関

実施計画策定・生息状
況調査等

モニタリング調査等 都道府県 自然環境課

指定管理鳥獣の捕獲 シカ・イノシシの捕獲 都道府県 自然環境課

効果的な捕獲の推進
捕獲手法の技術開発
市町村連携捕獲
広域連携捕獲

都道府県 自然環境課

認定事業者の育成
技術向上のための研修
会等

都道府県 自然環境課

※ジビエ関連事業は実施していないため未記載



鳥獣被害防止総合対策交付金（農水省）

交付金メニュー 実施している主な内容 実施機関 予算執行機関

総合支援事業（ソフト）
実施隊活動支援、わな
の配備、ＩＣＴ導入等

市町協議会 農政部経営技術課

総合支援事業（ハード） 防護柵設置 市町協議会 農政部経営技術課

緊急捕獲活動支援事業 有害捕獲経費支援
市町
市町協議会

自然環境課

都道府県活動支援事業
広域捕獲活動（有害捕
獲）※、新技術実証、人
材育成

都道府県
自然環境課
農政部経営技術課
農政部農村振興課

※生息状況調査に活用



農水省ＨＰより



モニタリングに関する予算（Ｒ５）
事 業 主な内容 費目 財源※

シカ密度調査
区画法・糞塊法（糞塊法ではイノシ
シ痕跡も記録）

委託 環・県一

シカ影響調査
植生モニタリング
カメラ調査

委託 環

シカ・イノシシ捕獲データ入力 有害捕獲カレンダー
委託
印刷

環

狩猟捕獲データ入力
シカイノ狩猟捕獲カレンダー
その他鳥獣捕獲票

委託 県特

シカ・イノシシ個体数推定
階層ベイズ法による推定（３年に１
度）

委託 環・県一

クマ生息状況調査
カメラトラップ
堅果類調査

委託
直営

農

サル生息状況調査 行動圏把握 委託 農

農業集落アンケート調査 集落代表者へのアンケート 委託 農

※環：環境省、農：農水省、県一：県一般財源、県特：県特定財源



捕獲に関する予算（Ｒ５）

事 業 主な内容 費目 財源※

市町村捕獲活動支援事業
市町が実施する捕獲事業（日当・成
果報酬）への支援

補助 県一

捕獲強化奨励事業
捕獲従事者への奨励金
シカ@2,000円、イノ@3,000円 補助 県一

緊急捕獲活動推進事業
有害捕獲活動経費の支援
シカイノ@8,000円等 補助 農

指定管理鳥獣捕獲等事業
捕獲圧不足地域での捕獲、技術開
発

委託
備品

環・県一

※環：環境省、農：農水省、県一：県一般財源、県特：県特定財源



その他の予算（Ｒ５）
事 業 主な内容 費目 財源※

「森の番人」確保育成事業
捕獲担い手確保のためのＰＲや初
心者研修

委託
消耗品

環・県一・
県特

認定鳥獣捕獲等事業者支援事業
認定事業者制度の周知、従事者研
修

印刷
委託

環

獣害対策アドバイザー派遣事業
被害発生地域への専門家派遣、被
害状況調査、技術普及

委託 農

獣害対策地域リーダー育成事業 対策指導者の育成 委託 農

ＩＣＴ等獣害防除新技術実証事業 電気柵監視システム、サル複合柵
委託
消耗品

農

次世代林業技術検証事業
林業被害地での捕獲通報装置の
実証

委託
備品

県特

有害鳥獣河川敷緩衝帯整備事業 河川敷の刈り払いや伐木整地
補助
工事

県一

シカ等による森林被害緊急対策
事業

下層植生衰退度の把握 委託 林

※環：環境省、農：農水省、林：林野庁、県一：県一般財源、県特：県特定財源



県境をまたぐ広域連携



広域連携

福島茨城栃木連携捕獲協議会（R1～）

福島県・茨城県・栃木県
八溝地域へのシカ分布拡大防止

渡良瀬遊水地連携捕獲協議会（R4～）

茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県
渡良瀬遊水地のイノシシ・シカ対策

環境省
指定管理鳥獣捕獲等事業交付金（定額）

・調査事業：1千万円
・捕獲事業：1千万円×県数

（各1協議会あたり）

栃木県

福島県

茨城県

群馬県

埼玉県



指定管理鳥獣捕獲等事業交付金（環境省）

交付金メニュー 実施している主な内容 実施機関 予算執行機関

実施計画策定・生息状
況調査等

モニタリング調査等
都道府県
協議会

自然環境課
連携捕獲協議会

指定管理鳥獣の捕獲 シカ・イノシシの捕獲 都道府県 自然環境課

効果的な捕獲の推進
捕獲手法の技術開発
市町村連携捕獲
広域連携捕獲

都道府県
協議会

自然環境課
連携捕獲協議会

認定事業者の育成
技術向上のための研修
会等

都道府県 自然環境課

※ジビエ関連事業は実施していないため未記載



連携捕獲協議会をつくると・・

•規約の作成、総会の開催
•交付金業務（広域捕獲計画作成、交付申請等）
•事業の設計、発注、施工
•許認可等関係機関との調整
•通帳の管理

栃木県が事務局として実施



シカ低密度地域の対策（福島茨城栃木連携捕獲協議会）

・糞塊密度調査と、糞塊ルート上のカメラ調査を継続
→出没頻度の変化、雌雄の割合の変化
・関係機関の情報集約

・ＧＰＳ発信機の装着

Ｆ Ｉ Ｔ



シカ低密度地域の対策（福島茨城栃木連携捕獲協議会）

・分布拡大防止のためのくくりわな・囲いわな猟

・侵入地域での忍び猟（コール猟も組み合わせ）
→待ち受け型であるわな捕獲は困難

Ｆ Ｉ Ｔ

くくりわな・囲いわな

忍び猟（コール猟）



遊水池のイノ・シカ対策（渡良瀬遊水地連携捕獲協議会）
Ｗ Ａ Ｔ

栃木県

群馬県

埼玉県 茨城県

約3,300haの遊水池



遊水池のイノ・シカ対策（渡良瀬遊水地連携捕獲協議会）
Ｗ Ａ Ｔ

ドローンによる夜間調査

イノシシ488頭



おまけ



イノシシ鼻くくりわな販売開始

宇都宮大学と（株）鎌田スプリングの
共同開発


